










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たからと推測する。この後狐は﹁もうおしまひだ、もうおしまひだ、望遠鏡、望遠鏡、望遠鏡﹂と叫んでいるところから考えると、狐にとって土神はれっきとした神様であり、人に嘘をつき続けていることをこの神に知られてしまったと思い込み動揺したのではないか。よりによ 樺の木の前でそれがわ ってしまったら、狐にとっ は何よりつらいことである。　
一方で、土神の方はそのように受け取らない。土神には、自分が土地の者たちから神として敬われないことに対するわだかまりがあっ
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e un autre,Seuil,1990 ︵﹃他
者のような自己自身﹄
︵法政大学出版局
1996 １８２
—
１９５頁︶
︶で説明されている。自己性
ipséité
とは、いわば人間が語ることで見出す自
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
己同一性︵同一性
m
êm
eté ︶の裏側にある、
通常は語られずに隠蔽されてしまう自
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
己同一性である。リクールは、
この自
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
己同一性が見えるのは﹁物語の形態の喪失﹂とりわけ﹁物
語
の
結
び
の
危
機
﹂
の
と
き
と
述
べ
る。
筆
者
の
現
在
の
問
題
関
心
は、
人
間
が
普
段
語
ら
ず
隠
蔽
し
て
い
る
こ
の﹁
自
己
性
ipséité ﹂
に
あ
る。
こ
の
土
神
は、
み
な
に
信
頼
さ
れ
る
神
に
な
ろ
う
と
し
て、
言
葉
上
だ
け
で
理
想
の
物ナラティヴ
語
を
作
り
出
し
た
が、
実
際
に
は
こ
こ
で
狂
気
的
に
漏
れ
出
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
土
着
的
か
つ
根
源
的
な
感
情
を、
た
だ
隠
蔽
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か。
土
神
が
本
当
の
意
味
で
自
分
自
身
の
生
き
方
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は、
こ
の
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
自
己
性
を
含
め
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。土神のこの根源的な感情については、小森前掲書
に詳しい指摘がある。
16　﹁
土
神
と
き
つ
ね
﹂
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は、
そ
の
解
釈
の
自
由
さ
も
あ
り、
実
に
豊
か
で
あ
る。
一
例
を
挙
げ
れ
ば、
牛
山︵
2012 ︶
は、
土
神
と
狐
と
樺
の
木
の
三
角
関
係
と
そ
の
清
算
を
描
い
た
陰
惨
な
物
語
と
し
て、
本
文
の
記
述
を
手
が
か
り
に
そ
の
か
ら
く
り
が
順
を
追
っ
て
明
ら
か
と
な
る︵
牛
山
恵﹁
﹃
土
神
と
き
つ
ね
﹄
を
読
む
﹂﹃
日
本
文
学
﹄
2012.2 ︶。
村
山
は、
こ
の
作
品
が﹁
心
象
ス
ケ
ッ
チ
﹂
を
掲
げ
て
詩
作
に
励
ん
で
い
た
の
と
同
時
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で、
土
神
と
狐
と
樺
の
木
の
三
角
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て、
主
体
—
客
体
の
影
響
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る︵
村
山
龍﹁
︿
関
係
﹀
が
紡
ぐ
テ
ク
ス
ト：
宮
沢
賢
治﹃
土
神
と
き
つ
ね
﹄
論
﹂︵﹃
三
田
國
文
﹄
2013.12 ︶。
木
村
は、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る﹁
視
座
転
換
﹂
を、
﹁
美
学
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
論
じ
て
い
る︵
木
村
直
弘﹃
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
﹄
2012.3 ︶。
赤
神
と
黒
神
の
伝説から読み解く佐々木ボグナ﹃現実の
遠近法﹄
︵京都大学学術出版会
2013 ︶の見解も新しい。
